
令和５年 

４月８日(土) 

１３：００～開会／主催者あいさつ／来賓祝辞 

１6：20  閉会 

１３：００～開会 

下関市生涯学習プラザ(海のホール) 

１２：３０～開場 

・ＪＲ「下関駅」から徒歩 15分 ・サンデンバス「細江町バス停」前 

 

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり 

第 

認知症 下関大会 

場
所 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 下関市・下関市教育委員会・下関市社会福祉協議会・下関市医師会・下関市歯科医師会・下関市薬剤師会・ 

 

 

１4：40～シンポジウム「新型コロナの影響とこれから」 

・医療の立場から 松永尚治 氏（まつなが医院 院長）  
・介護の立場から 中田 勝 氏（特別養護老人ホーム寿海荘 主任生活相談員）  
・地域の立場から 小林 緑 氏（下関市長府地域包括支援センター 所長）  

講師 石井伸弥(いしい しんや)先生 プロフィール 

2001年東京大学医学部卒業。 帝京大学医学部付属市原病院麻酔科での初期研修後、2004年 

・コメンテーター 石井伸弥 氏 

■主催 認知症を地域で支えるまちづくり下関ネットワーク委員会 

 

  

■問い合わせ先：認知症を地域で支えるまちづくり下関ネットワーク委員会 事務局       
         TEL 083-266-8287 特別養護老人ホームアイユウの苑 辻中 

■チケット販売：シーモール専門店プレイガイド・ラン TEL 083-232-4703       

参加費 
円 

日
時 

2014年東京大学老年病科助教。 2017年東京大学大学院にて医学博士号取得。 

2018年 4月より厚生労働省老健局にて認知症専門官として勤務。 2020年 4月より現職。 

より渡米し、UPMC(University of Pittsburgh Medical Center）にて内科初期研修を行う。 

大学院臨床研究コースに入学、2010年学位取得。 2011年帰国し東京大学老年病科に勤務。 

2007年より UCLA/VA(University of California, Los Angeles/Veterans Affairs)にて 

１ 回 ０ 

下関市介護支援専門員協会・下関市老人福祉施設協議会・高齢社会をよくする下関女性の会「ホーモイ」・ 

 
下関市認知症を支える会「キャッチボールの会」・認知症の人と家族の会(山口県支部) 

 

■後援 

 

１３：１０～講演「ＣＯＶＩＤ-１９感染拡大による認知症高齢者への 

 

広島大学大学院 医系科学研究科 共生社会医学講座 特任教授 石井伸弥 先生 

影響と認知・身体機能の悪化予防について」 
 

*当日会場でのチケット販売はありません。事前にチケットをお買い求めのうえご参加ください。       

専門分野：一般内科，老年医学全般，特に認知症 

資格：日本医師免許，日本総合内科専門医，日本老年病科専門医，日本認知症専門医， 
米国医師免許，米国内科専門医，米国老年病専門医，公認心理士 等 

老年病内科フェロー(後期研修)。 2008年より VAにてリサーチフェローを開始し、同年ＵＣＬＡ 


